
NSCAは研究と現場の橋渡しを使命として活動しています
Bridging the gap between science and application

時間 9：30～15：30 （9：00～受付）

会場 長崎国際大学（長崎県佐世保市ハウステンボス町2825-7）

内容

講師

受講料 会員：5,400円 一般：10,800円

定員 30名 （定員に達し次第締め切ります）

キャンセル
ポリシー

開催１週間前までにご入金がない場合、受付をキャンセルとさせていただく場合がございますのでご
了承ください。開催１週間前を過ぎますと、キャンセルチャージとして受講料の100％を申し受けます。

CEU 0.5（カテゴリーA）

【講義】9：30～12：30

女性選手のコンディショニング管理について

～女性特有の問題や三主徴～( 右近 )

運動の指導者が、選手（クライアント）の健康的な将来を奪ってはいけません。この講義では、青少年から

成人年代にかかる女性が健全な運動・スポーツ習慣を継続するために、指導者や女性選手自身が知って

おくべき女性の性周期、基礎的な生理現象や女性特有の問題を取り扱います。また、女性選手が陥りや

すい三主徴の原因や予防の重要性について解説します。また貧血など女性特有の症状に対してどのよう

に栄養管理していくのかをお話します。

右近 直子

NSCA-CPT,認定検定員,

管理栄養士

NSCAジャパン
女性S&C委員会委員,

京都文教短期大学

【実技】13：30～15：30

トレーニング指導現場での活用を考える

～スポーツバイオメカニクス手法を用いた評価～( 宮本 )

トレーニングにおいて、より高いパフォーマンスの発揮やトレーニング効果を得るためには、主観的評価と

客観的評価を一致させることが重要といえる。これをサポートするのが指導者の役割ともいえるだろう。ス

ポーツバイオメカニクスは、“身体運動や動作の仕組みについての理解を深めてその改善に役立てる学

問”とされており、さまざまな手法を活用することで、より最適なトレーニングの指導が実現できると考えられ

る。本講義では、手法を紹介するとともに、受講者の皆様とその活用法を探っていきたいと考えている。

NSCAジャパン九州地域ディレクターセミナー

宮本 彩

M.S.,健康運動指導士

長崎国際大学 人間社会学部
国際観光学科 助教

2018年 11月25日 （日）
主 催 特定非営利活動法人NSCAジャパン
後 援 長崎国際大学、特定非営利活動法人日本健康運動指導士会、特定非営利活動法人ジュース、

女性スポーツ研究センター

参考文献 ： 次頁参照

健康運動指導士・健康運動実践指導者 講義3.0単位/実習2.0単位



お問合せ 特定非営利活動法人NSCAジャパン事務局 （ seminar@nsca-japan.or.jp ）
お申込み ウェブサイト上部のメニュー「セミナー」内、各セミナーの「申込」ボタンよりお申込みください。

URL http://www.nsca-japan.or.jp
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